
1. はじめに 

2016 年現在，バーチャル技術が大いに盛り上がりを見

せている．VR 技術については個人でも手が伸びる価格帯

とはなったが少々敷居が高い専用機器が必要である．一

方で AR 技術はスマートフォンやタブレットといった個人所

有の端末の普及により広告，観光，教育，エンターテイメン

トなど幅広い分野で見受けられるようになっている[1]． 

本研究室では過去に 3DCG を用いた AR 技術について

数多くの研究を行ってきた．その最終的な目的の一つであ

った AR 技術と宮崎県の特徴である観光を合わせたシステ

ムを構築し観光支援を本研究で行う． 

本手法は，観光地を訪れる消費者に AR 技術体験をし

ていただき，その体験をどの環境でも再現して共有する「観

光スポットの持ち帰り」をして頂くことが目標である． 
2. 原理 

2.1  CG モデリング 

本研究室で端末向けのアプリケーションを制作， 3DCG

モデル制作について宮崎県下の専門学校と協力をする． 

3DCG モデルを AR 技術で表示し夜神楽の舞手や，観光

地の美しい景観を再現する．モデルが完成するまでについ

ては，図 1 に示す宮崎大学のマスコットキャラクターの

3DCG を用いてプロトタイプを開発する[2]． 

 

図 1：みやだいもうくんの鳥瞰図 

 

2.2 Unity3d について  

モバイル用にアプリケーションを制作できるソフトウェアと

して Unity3d を選んだ[3]．Unity3d は多くのプラットフォー

ムに対応した統合型のゲーム開発環境で，それに付随し

たプラグインも多種多様に存在する． 

今回は今後の発展性や OS にとらわれないアプリケーシ

ョン制作を行いたいという観点から選定した． 

2.3 Unity3d 向け AR 用 API の選定 

今回は，アプリケーション本体のみで機能するということ

に重点を置く．観光地の景観を壊さず，マーカー準備のコ

ストもかからないという点で，マーカーレス型でロケーション

ベースの AR アプリケーションの作成を目指す． 

 上記の Unity3d に対応し要件を満たすプラグインとして

マーカーレス型の SmartAR SDK[4]，を選定した．この SDK

を基本にしてロケーションベース機能などを付加していく． 

3. 実験 

3.1 開発環境 

本研究では Unity3d とプラグインを用いてアプリケーショ

ンを試作した．3DCG モデルは Blender を使用した．使用

する携帯型端末は XperiaZ3 である． 

3.2   SmartAR での実験 

図 2 に実験結果を示す．辞書に追加した自然画像に

対してみやだいもうくんの 3DCG モデルを表示するこ

とができた．一度カメラ内に自然画像を読み込むと上

下左右あらゆる角度でもモデルを表示し続けた．しか

し距離が離れるとモデルが光り輝くように白くなる点

やモデル自体の不自然さが目立った． 

 
図 2：みやだいもうくんの 3DCG モデルを AR 表示 

 

4. まとめ 

本研究では，Unity3d を用いてアプリケーションの試作を

行った．今後の課題として，SmartAR の機能に加えて GPS

機能などの高度なアプリケーションの機能，その他モデル

の制作，実用に向けた問題点の模索などがある．これらの

点を改善し，実際のアプリケーションとして完成させたい． 
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